
ダナンへの投資・進出の魅力 
 

Ⅰ 投資先としてのダナンの５つの魅力 

1. ベトナム南北と南東アジアの東西回廊の中継・玄関都市 

 ダナン市は、ベトナム中部、ベトナムの南北を結ぶ道路と海路の中継拠点、中部経済地

域の中心的な位置にある人口108万人(2018年）を擁するベトナムを代表する都市（ベトナ

ム5大特別都市の１つ）です。空路では、首都ハノイより759キロ、ホーチミンより960キ

ロで、所要時間はそれぞれ1時間強です。 

 

 

ベトナムの中部経済地域は、ダナン市（面積は1285km2）、市の北に位置するトゥアテ

ィエン＝フエ（Thua Thien-Hue）省（「フエ」で有名）、南に位置するクアンナム（Quang 

Nam）省（「ホイアン」で有名）、クアンガイ（Quang Ngai）省、ビンディン（Binh Dinh）

省により構成され、ダナン市は、この中部経済地域の中心的役割を担っており、ラオス・

タイ・ミャンマーをつなぐ東西経済回廊の東側の起点になっています。 

気候は熱帯性気候で平均気温25.9°C、 旅行に最適の時期は、雨が少なく気温も低めであ

る1月から4月といわれています。 

一般社団法人 日本ベトナム経済フォーラム 
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２． 良好な生活環境を誇る文化が豊かな観光・リゾート地 

ダナンは、活気みなぎる若い大都市で人口も急増しています。地方自治体競争力指数で 

1位を獲得したこともある（2013年）ビジネス環境が整った都市です。本格的な大都市へ

の成長に向けて、都市インフラは整備途上であり、大都市特有の諸課題への対応もこれか

ら本格化する段階です。観光拠点としても発展しています。周辺地域からの人々が集まり

人口が急速に増加しつつあります。 

現状、ハノイ及びホーチミンの２巨大都市に向けては育成人材の供給地ですが、大きく

発展することが確実な港湾と空港を有する中部の中心都市です。  

ダナンは、環境保全を基本的な重要政策として掲げており、ハノイやホーチミンを含め

アジアの大都市特有の空気・水質汚染や交通渋滞がまだ深刻ではありません。しかし、上

下水道の整備や廃棄物の処理も含め少なくない大都市特有の課題解決が喫緊のものとなっ

ており、横浜市やJICAをはじめとする日本の協力等を得つつ、それらの課題を順次乗り越

えようとしています。 

ダナン市の生活安定と向上に向けた呼びかけ運動は、「５つのＮＯ」 ①生活困窮家庭が

ないこと、②非識字者がいないこと、③ホームレスがいないこと、④麻薬中毒者がいない

こと及び⑤強盗殺人がないことであり、 「３つのＹＥＳ」は、①住宅があること、②仕事

があること及び③文化都市であることです。これらの運動については高く評価したいと考

えます。 

ダナン周辺には4つの世界遺産があります。ベトナム中部の海のシルクロードの拠点とな
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った旧市街の街並みを持つホイアン（Hoi An）、チャムの神殿遺跡のあるミーソン（My Son、

ホイアン南西40km）、グエン朝の古都フエ（Hue）、フォンニャ＝ケバン（Phong Nha-Ke 

Bang）洞窟（フエ北西210km）が、ユネスコの世界文化遺産および自然遺産に登録されて

おり、ダナン市がそれらの観光拠点となっています。特に、フエ（ベトナム最後の王朝（グ

エン朝）の都）及びホイアン（チャンパ王国（2世紀末～17世紀）の貿易港、日本と強い交

流があり、周辺にチャンパの遺跡が多く残されている）の文化遺産が数多くあります。  

３．アクセスが便利な国際空港、港湾と進展するビジネス環境整備  

ダナン国際空港は市内中心部から車で10分以内の距離に位置し、主要ホテルからも近く

朝夕の渋滞もほとんどありません。ベトナムで最良の三大空港のうちの１つです。 

日本とは、ダナン―東京（成田、羽田）便が毎日運航されています（所要５～６時間、

ベトナム航空及び全日空）。ハノイ及びホーチミン経由でも、国内便が多いので短時間（所

要＋２～３時間程度）での乗り継ぎが可能です。 

多数の国内便の他に、日本（成田）以外では、シンガポール、マレーシア、広州、昆明、

上海、杭州、香港（中国）、仁川（韓国）との国際（直行）便が運航中です。また、台北、

マカオ、北京、南京（中国）までのチャーター便も展開中です。 

ダナン港は、貨物取扱量で南部のサイゴン港、北部のハイフォン港に次ぐ国内第三位の

国際海洋港です。定期的に世界各地に向けてのコンテナ船が入港しています。 

ダナン市内を走る道路は道幅も広く整備が行き届いています。交通量はハノイやホーチ

ミンといった大都市に比べて落ち着いており、現時点では、朝夕でも市内中心部を除き交

通渋滞は殆ど発生していません。 

ハノイ及びホーチミンの2大都市と比べて、ビジネスコストは1～2割程度低位です。
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４． 豊富な若い人材と整った教育体制 

ダナンは若い都市です。大学や専門学校で専門技術を身につけた者は労働人口全体の約4

分の1に達し、新卒ベースでは約3分の2を占め、教育レベルの高い人材を豊富に擁していま

す。周辺地域からも若い人材を集め、他の大都市に質の高い人材を供給しています。 

ベトナムの人々は家族や地元を大切にし、一般的に遠く離れた地に移り住むことを好ま

ないとのことです。優秀な若い力を育て、活躍を期待するための環境づくりが大切です。 

５．積極的な外国投資の優遇支援制度と受入れ態勢 

ダナン市当局は、投資受付のワンストップ・ショップを設けるなど、日本をはじめとす

る外国からの投資受入れに非常に積極的です。多くの日本企業がベトナムに進出しつつあ

るところです。 

担当当局：IPA DANANG（ダナン市投資促進委員会） 

ダナン市人民委員会（ダナン市当局）によって設立された委員会であり、ダナンへの投

資家のサポートと市内の投資プロジェクト計画・運営の促進を行っています。投資家と市

当局の架け橋として機能しています。 

住所（市役所 18階）：Floor 18, Da Nang, Administrative Center, 24 Tran Phu Str. 

Da Nang City, Vietnam 

℡: +84-236-3886243(日本語可), Fax: +84-236-3810056 

メール：japandesk@danang.gov.vn（日本語可） 

ウェブサイト：http://jp.investdanang.gov.vn/index.html 

  

mailto:japandesk@danang.gov.vn
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Ⅱ ダナンの経済・産業及び教育・人材育成 

１．ダナンの経済と産業 

ダナン市の一人当たりGDPは3,352USドルに達し（2018年、前年比7.1%増）、このと

ころ全国レベルより高い上昇率を記録しています（2005年は950ドル、2010年は2,294ド

ル、2015年2,487㌦）。  

中部地域の製造業、商業・観光・サービス業の中心であり、 国内外の交通インフラや郵

便通信及び金融・銀行の中心地です。しかし、現在、中小企業が多く基幹的な企業が殆ど

ないこともあり、他の大都市と比べて産業の競争力が低いといわれています。 

一方、 若い労働力は豊富で労働人口は総人口の51％を占め、大学や専門学校で専門技術

を身につけた者は労働人口全体の約4分の1に達し（新卒ベースでは約3分の2）、教育レベ

ルの高い豊富な人材を擁しており、周辺地域から若い人材を集め、他の大都市に質の高い

人材を供給しています。 

人件費は、ベトナム国内の他の2大都市部と比較して相対的に低くなっています（ハノイ

やホーチミン市に比べ、15%～20%程度低位）。 

（注）若い労働力は豊富ですが、地域産業・社会の中に吸収されており失業状態にあるとい
うわけではありません。また、現状、ベトナムの人々は、基本的に家族・地域社会指向が強
いと考えられ、積極的に仕事を求めて移動する状況ではありません。このため、労働力確保
のための一定の対応が求められています。また、高度技術者・専門家については構造的な不
足状況であり、人材の育成を図りながら確保を行う必要がある状況です。 

 

ダナン市は、大都市として発展するに当たり、環境と文化を維持向上させつつ質の高い

人材が継続的に育成できる産業として、ハイテク産業（IT関連産業等）や観光、教育、医

療等のサービス分野における日本企業の投資（外資及び日越企業連携野下）の積極的な受

け入れに向けて努力しています。 

金融、銀行、保険等の対企業向けサービスについては、現在、市内に銀行57店舗、保険

会社30社、会計事務所14社、倉庫・貨物輸送会社762社が営業中です。 

２．教育と人材育成 

市には、大学16校と単科大学（カレッジ）が20校あり、ダナン大学（国立）はフランス、

アメリカ、日本、オーストラリア、カナダ、ニュージーランドなど教育環境の整った諸外

国の大学と提携し市内での人材育成事業や各国への留学にも力を入れています。 

また、59の専門学校・職業訓練センターが置かれており、コンピュータ、縫製業、機械、

電気・電子、建設などの分野を対象として、短期間での養成プログラムを常時提供してい

ます。 
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毎年数千人がダナン市内の大学や高等専門学校、職業訓練センターにおいて専門的な技

術教育を受け、ダナン市だけではなくベトナム全体への人材の供給を行っています。ダナ

ン市の強い意向として、国際水準の教育機関・人材育成機関の設立と投資の受入れがあり

ます。 

Ⅲ ダナンのインフラ整備事情 

 ダナン市における都市基盤及び産業基盤にかかるインフラは、これから本格的になる段

階の整備途上といえ、環境に配慮した整備に向けて努力されているところです。 

1. 空港：便利な空港（ダナン国際空港、改良整備中）  

ダナン国際空港は、市内中心部から車で10分以内の距離に位置し、ベトナムで最良の三

大空港のうちの１つになっています。 

2. 港：便利な良港（ダナン港、改良整備中）  

ダナン港は、ティエンサ（Tien Sa）港、リエンチェウ（Lien Chieu）港、及び、ハン（Han）

川の河口港であるハン川（Song Han）港の総称です。貨物取扱量で、南部のサイゴン港、

北部のハイフォン港に次ぐ国内第三位の国際海洋港です。  

3. 道路と鉄道：現状、市内の渋滞は殆どなく道路状況は良好ですが、今後の車社会の発展

に伴う危機意識には強いものがあります。鉄道整備と都市・地域間の幹線道路はこれから

の段階です。 

4. 整備が進んでいる通信・物流 

 通信には10 Gbpsの国際的なSEA-ME-WE-3海底ケーブルを使用し、ヨーロッパ及びアジ

アの40カ国と接続。光ケーブル、マイクロ波、衛星などの方式で接続。日本を含む多くの

代表的物流会社がサービスを提供しています。  

5. 安定している電力供給、発展に向けて拡充中  

 停電は現在（殆ど？）ありません。 

6. 水供給は一応充足、しかし、下水処理・廃棄物処理はこれから本格化  

7. 進展する都市開発・整備計画 

市の急激な都市化に伴い、従来からの都市部と新しい開発地区でインフラ整備が進行中

です。横浜市は、ＪＩＣＡ（国際協力機構）及びダナン市との三者で設立した「ダナン市

都市開発フォーラム」における活動等を通じて、ダナン市の都市開発アクションプランの

策定に協力されています。 

Ⅳ ダナンハイテクパークと工業団地  

ダナン市内には、現在、ハイテクパークとしてダナンハイテクパーク（DHTP）及びダナ
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ンＩＴパークが、これに加え、6工業団地があります。また、周辺に新しい工業団地が建設

されつつあります。 

(注)工業団地：一定の区画の土地を工業用地として整備し、工場などを計画的に立地させた地域。  

ハイテクパーク：工業団地の一種で、サイエンスパーク、ITパーク、リサーチパーク、研究学園都市、

スペースセンター、宇宙基地などハイテク産業が自然発生的に集積したか、これを盛んにするために国

や地方公共団体により設立されています。 

 

 

 

 

 

１．ダナンハイテクパーク  

１－１．概要 

ダナン・ハイテクパーク（以下、DHTP）は、ダナン市街地（市庁舎のある周辺）の西22km、

空港から17km、ティエンサ港から西25km、リエンチェウ港の南西6kmのダナン市ホアヴ

ァン県ホアリエン村に位置し、総面積1,232.07 haです。ハイテク製品の生産はもとより、

企業育成や人材育成のための研究施設、行政・管理機関、緑地やスポーツ施設、住居を備

えた総合的まちづくりを目指しています。  

DHTPは、①ハイテク団地として国の中心的存在となること、②魅力的な投資・生活環境

の確保、③ハイテクインキュベーション、研究・開発などの事業誘致、④社会・経済の発

展促進、⑤高度な技術者の育成、の5つをビジョンに掲げています。また、ハイテクの研究・

ダナン市の（ダナン）ハイテクパークと工業団地 

空港 

市庁舎 

ダナン港 
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開発・応用・移転、ハイテク企業のインキュベーション、高度な技術者の育成、ハイテク

分野における生産・取引・サービスの提供、科学研究結果の商業化と応用の促進、ベンチ

ャー･キャピタルへの投資、といった使命もあります。 

DHTPは、3つのフェーズに分けて開発されています。第1フェーズ（2012-2015年）で

は3兆4,620億ドン（約1.67億ドル）で328haを開発、第2フェーズ（2016-2018年）では

2兆4,620億ドン（約1.18億ドル）で500haを開発、そして第3フェーズ（2019-2020年）

では2兆9,180億ドン（約1.40億ドル）で182.9haを開発する予定です。 

投資総額は約8兆8,410億ドン（4.25億ドル）を見込んでおり、投資総額の36％はベトナ

ム中央政府の予算、18％はダナン市の予算で賄われます。 

現在、本邦企業は2社が入居されています。 

（参考）DHTP概要 （総面積1,232.07 ha） 

 

 

 １－２．DHTPにおける投資奨励分野、優遇措置等 

投資奨励分野：DHTPにおける投資奨励分野は以下の６つの分野です。 

・医療、水産、農業向けバイオテクノロジー  

・マイクロエレクトロニクス、機械電子工学、光電子工学技術 

・精密機械、自動化  

・ソフトウェア、通信、IT  

・新素材、新エネルギー  
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・石油化学その他  

 

優遇措置：ハイテクパークに対する投資には、土地リース料、法人税、インフラ使用料

に関して以下のような優遇措置が用意されています。 

 

項目 優遇措置 対象事業等 

土地リース料 （通常5.25

～10.5千ドン（0.25～

0.5USドル）/㎡/年） 

（注）支払方法は、１年

毎の支払い、あるいは、

全リース期間一括払い

（最大70年）。  

全期間免除 首相決定（2014.11.25）の投資促進

優先ハイテク技術リストにある）ハイ

テク応用品及びハイテク製品、 

＋ハイテク企業をサポートするハイ

テク製品の生産、ハイテクインキュベ

ーション及び同企業インキュベーシ

ョン、（ハイテク関連）研究・開発、

ベンチャーキャピタル、パーク内のイ

ンフラ建設と商業活動、水供給と同プ

ラント及び下水処理システムへの投

資と開発  

15年間免除 パーク内の労働者のための集合住宅

建設、教育訓練組織のインフラ、広

場・展示会・スーパーマーケット・シ

ョッピングモール、ロジスチックス・

倉庫（保税倉庫、保税倉庫）、スポー

ツセンター向けの投資と活動 

11年間免除  

 

専門家のための住居建設、 

パーク内の居住者のための健康・文化

その他のサービス活動 

法人税  税率10％：企業が課税所得を得る

初年から15年間（首相の承認で30

年間に延長可能） 

課税の適用は、課税所得を得る初

年から継続して計算。 

ハイテク、科学技術研究、ハイテク法

の優先リストに含まれるハイテク応

用プロジェクト、ハイテク企業あるい

は企業育成プロジェクト、ハイテク法

の優先リストに含まれるハイテク開

発ベンチャー、ハイテク育成あるいは

ハイテク企業・機関の投資・経営プロ

ジェクト、 

経済特区、ハイテク団地内での投資、

バイオテクノロジー、環境保護他 

（いずれも新規プロジェクトの利益

が対象） 

税の免除・減免： 

免除：課税所得を得る初年～4年目 

50％減免：5年目～13年目（9年間） 

（10％: 14～15年目） 

インフラ使用料（通常

0.2USドル/㎡/年）  

土地の割り当てを受けた日より2

年間100％免除、その後3年間50％

に減免。  

ハイテク研究・開発、ハイテクインキ

ュベーション、ハイテク人材育成プロ

ジェクト  

土地の割り当てを受けた日より2

年間100％免除 

首相決定（2014.11.25）にある発展

的投資のための優先ハイテク技術リ

スト及び投資を促進させるハイテク

製品リストにあるプロジェクト 

土地の割り当てを受けた日より2

年間50％免除 

ベトナム政府決定(2015.11.03)にあ

る発展のための優先ハイテク産業リ

ストにある産業をサポートする産業

の生産品（グループⅣ）にある製品の

製造プロジェクト 
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各種の投資サポート： 

① 諸手続き：出国・入国手続き、在留手続き、外国人投資家と投資家の家族に対する一

時的な住居の手続き、ビザと一時的な在留カードの延長、ハイテクパーク内マンショ

ン賃貸支援等 

② 人材採用支援：入居企業の人材募集、採用、教育に対する支援、優秀な学生を募集す

るための国内外の学校訪問の実施等 

③ 事業資金調達支援：ベトナム国内の法令に従い、入居企業が金融機関からの融資を

受けるための支援を行う。 

④ ハイテク技術認定から投資ライセンス取得まで一元窓口として、手続きのワンスト

ップサ-ビス 


